
(57)【要約】

【課題】　コストアップにならずに、小型化、薄型化を

可能とする光ディスク装置を提供する。

【解決手段】　筐体（１）と基板（７）とを有し、光デ

ィスク（１１０）を載置可能とし筐体の開口部（１ｂ）

に対して排出／挿入のローディング動作が行われるトレ

イ（３）と、光ディスクを支持するターンテーブル（１

１），ターンテーブルを回転させるモータ（１２）及び

光ディスクに対して記録または再生を行う光ピックアッ

プ（１３）を有するシャーシ部（１０）とを、筐体の内

部に備え、シャーシ部を、一端側を支点（Ｒ）として回

動しトレイのローディング動作時にその経路から退避し

てローディング方向（Ｄ１）に対して傾斜して待機する

構成にし、筐体のシャーシ部に対向する面をシャーシ部

の待機時の傾斜に沿った傾斜面（１ａ２）にすると共に

、基板を、傾斜面の外側に、その面に沿って取付けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 と 、
　 前 記 筐 体 の 外 側 に 取 り 付 け ら れ た 基 板 と 、
　 光 デ ィ ス ク を 載 置 可 能 と し 、 ロ ー デ ィ ン グ 手 段 に よ り 前 記 筐 体 に 設 け ら れ た 開 口 部 に 対
し て 排 出 及 び 挿 入 の ロ ー デ ィ ン グ 動 作 が 行 わ れ る デ ィ ス ク ト レ イ と 、
　 前 記 光 デ ィ ス ク を 支 持 す る タ ー ン テ ー ブ ル ， こ の タ ー ン テ ー ブ ル を 回 転 さ せ る モ ー タ 及
び 前 記 光 デ ィ ス ク に 対 し て 記 録 ま た は 再 生 を 行 う 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 有 す る シ ャ ー シ 部 と を
、 前 記 筐 体 の 内 部 に 備 え 、
　 前 記 シ ャ ー シ 部 は 、 そ の 一 端 側 を 支 点 と し て 回 動 し 、 前 記 ト レ イ の 前 記 ロ ー デ ィ ン グ 動
作 時 に 、 そ の 動 作 経 路 か ら 退 避 し て 前 記 ロ ー デ ィ ン グ 動 作 の 動 作 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た 状
態 で 待 機 す る 構 成 と さ れ 、
　 前 記 筐 体 に お け る 前 記 シ ャ ー シ 部 に 対 向 す る 面 を 、 前 記 シ ャ ー シ 部 の 待 機 時 の 傾 斜 に 沿
っ た 傾 斜 面 部 に す る と 共 に 、 前 記 基 板 を 、 前 記 傾 斜 面 部 の 外 側 に 、 そ の 傾 斜 面 部 に 沿 っ て
取 り 付 け て 成 る こ と を 特 徴 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 デ ィ ス ク 装 置 に 係 り 、 特 に 、 回 路 基 板 を 傾 斜 配 置 し て 薄 型 化 を 可 能 に し た
光 デ ィ ス ク 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 装 置 本 体 に 対 し て 挿 入 ／ 排 出 さ れ る デ ィ ス ク ト レ イ を 備 え 、 こ の ト レ イ に 載 置 さ
れ た Ｄ Ｖ Ｄ （ Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｔ ｉ ｌ ｅ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ ） 等 の 光 デ ィ ス ク に 対 し て
挿 入 位 置 で 記 録 ま た は 再 生 を 行 う 光 デ ィ ス ク 装 置 が 知 ら れ て お り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に
記 載 さ れ た デ ィ ス ク 装 置 が あ る 。
　 ま た 、 こ の よ う な デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、 挿 入 ／ 排 出 の ロ ー デ ィ ン グ 動 作 時 に 、 そ の ロ
ー デ ィ ン グ 経 路 上 か ら タ ー ン テ ー ブ ル 等 の デ ィ ス ク 保 持 手 段 ， モ ー タ 及 び 光 ピ ッ ク ア ッ プ
等 を 搭 載 し た メ カ シ ャ ー シ を 、 そ の 一 端 側 を 支 点 と し て 回 動 さ せ る こ と に よ り 退 避 さ せ る
構 成 が 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ４ ５ ０ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ４ ７ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 デ ィ ス ク 装 置 に 対 し て 省 ス ペ ー ス 化 が 強 く 要 望 さ れ て い る 。 特 に 、 厚
さ 寸 法 に つ い て は 、 で き る だ け 薄 い 装 置 が 期 待 さ れ て い る 。
　 そ こ で 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ の デ ィ ス ク 装 置 に お い て は 、 小 型 薄 型 化 を 図 る た め に 搭 載
す る 回 路 基 板 を 分 割 し 、 ロ ー デ ィ ン グ 動 作 に 影 響 の な い 位 置 に そ れ ぞ れ 配 置 す る 構 成 が 記
載 さ れ て い る 。
　 し か し な が ら 、 こ の 構 成 で は 、 基 板 と メ カ シ ャ ー シ と を 平 面 的 に 配 置 す る た め 、 薄 型 化
は 充 分 に 可 能 で あ る が 幅 と 奥 行 き と を 小 さ く す る こ と に 限 界 が あ っ た 。
　 ま た 、 分 割 し た 基 板 間 を 電 気 的 に 連 結 す る ワ イ ヤ 等 の 接 続 部 品 が 必 要 に な り 、 さ ら に 、
基 板 を 固 定 す る ね じ の 数 や 基 板 を 固 定 す る 工 数 も 増 加 し 、 コ ス ト ア ッ プ に な る と い う 問 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う な 、 メ カ シ ャ ー シ を ロ ー デ ィ ン グ 動 作 の 経 路 か ら 回 動 動 作 に よ
り 退 避 さ せ る 構 成 の 光 デ ィ ス ク 装 置 に お い て は 、 基 板 を 、 ブ ラ ケ ッ ト を 介 し ケ ー ス に 対 し
て 水 平 に 配 置 し て い た の で 、 幅 と 奥 行 き と を 小 さ く す る こ と は 可 能 で あ る が 薄 型 化 に は 限
界 が あ っ た 。
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　 こ れ に つ い て 、 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た よ う な 従 来 の 光 デ ィ ス ク 装 置 を 説 明 す る 概 略 断 面 図 で
あ る 。
　 こ の 装 置 は 、 タ ー ン テ ー ブ ル ２ １ １ を 回 転 さ せ る モ ー タ ２ １ ２ と 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ２ １
３ と を 備 え た メ カ シ ャ ー シ ２ １ ０ を 有 し 、 そ の メ カ シ ャ ー シ ２ １ ０ を 、 デ ィ ス ク ト レ イ ２
０ ３ の ロ ー デ ィ ン グ 動 作 中 は 、 支 点 Ｒ 回 り に 回 動 さ せ て ロ ー デ ィ ン グ 経 路 か ら 退 避 さ せ る
構 成 に し た も の で あ る 。 図 ３ は 、 そ の 退 避 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 退 避 状 態 に お い て 、 メ カ シ ャ ー シ ２ １ ０ は 傾 斜 し た 状 態 と な る の で 、 こ の 装 置 の ケ
ー ス ２ ０ １ の 底 面 ２ ０ １ ｂ は 、 そ の 傾 斜 に 沿 っ て 傾 斜 面 ２ ０ １ ｂ ２ を 有 し て い る （ 特 許 文
献 ２ も 参 照 ） 。
　 そ し て 、 基 板 ２ ０ ７ は 、 ケ ー ス ２ ０ １ の 底 面 ２ ０ １ ｂ に ブ ラ ケ ッ ト ２ ０ ４ を 介 し て 水 平
方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ の た め 、 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 ２ ０ ０ の 厚 さ Ｈ ２ を 小 さ く す る に は 限 界 が あ り 、
薄 型 化 を 優 先 さ せ る 場 合 は 、 止 む を 得 ず 基 板 ２ ０ ７ を 分 割 し な け れ ば な ら な い 。
　 従 っ て 、 そ の 場 合 は 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ と 同 様 の 問 題 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 コ ス ト ア ッ プ に な ら ず に 、 小 型 化 、 薄 型 化
を 可 能 と す る 光 デ ィ ス ク 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 は 手 段 と し て 次 の 構 成 を 有 す る 。
　 す な わ ち 、 光 デ ィ ス ク 装 置 （ １ ０ ０ ） を 、 筐 体 （ １ ） と 、 前 記 筐 体 （ １ ） の 外 側 に 取 り
付 け ら れ た 基 板 （ ７ ） と 、 光 デ ィ ス ク （ １ １ ０ ） を 載 置 可 能 と し 、 ロ ー デ ィ ン グ 手 段 に よ
り 前 記 筐 体 （ １ ） に 設 け ら れ た 開 口 部 （ １ ｂ ） に 対 し て 排 出 及 び 挿 入 の ロ ー デ ィ ン グ 動 作
が 行 わ れ る デ ィ ス ク ト レ イ （ ３ ） と 、 前 記 光 デ ィ ス ク （ １ １ ０ ） を 支 持 す る タ ー ン テ ー ブ
ル （ １ １ ） ， こ の タ ー ン テ ー ブ ル （ １ １ ） を 回 転 さ せ る モ ー タ （ １ ２ ） 及 び 前 記 光 デ ィ ス
ク （ １ １ ０ ） に 対 し て 記 録 ま た は 再 生 を 行 う 光 ピ ッ ク ア ッ プ （ １ ３ ） を 有 す る シ ャ ー シ 部
（ １ ０ ） と を 、 前 記 筐 体 （ １ ） の 内 部 に 備 え 、 前 記 シ ャ ー シ 部 （ １ ０ ） は 、 そ の 一 端 側 を
支 点 （ Ｒ ） と し て 回 動 し 、 前 記 デ ィ ス ク ト レ イ （ ３ ） の 前 記 ロ ー デ ィ ン グ 動 作 時 に 、 そ の
動 作 経 路 か ら 退 避 し て 前 記 ロ ー デ ィ ン グ 動 作 の 動 作 方 向 （ Ｄ １ ） に 対 し て 傾 斜 し た 状 態 で
待 機 す る 構 成 と さ れ 、 前 記 筐 体 （ １ ） に お け る 前 記 シ ャ ー シ 部 （ １ ０ ） に 対 向 す る 面 を 、
前 記 シ ャ ー シ 部 （ １ ０ ） の 待 機 時 の 傾 斜 に 沿 っ た 傾 斜 面 部 （ １ ａ ２ ） に す る と 共 に 、 前 記
基 板 （ ７ ） を 、 前 記 傾 斜 面 部 （ １ ａ ２ ） の 外 側 に 、 そ の 傾 斜 面 部 （ １ ａ ２ ） に 沿 っ て 取 り
付 け て 成 る 構 成 に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 回 路 基 板 を 分 割 す る こ と な く 、 退 避 状 態 の 傾 斜 し た メ カ シ ャ ー シ に 沿
っ て 傾 斜 配 置 さ せ て い る の で 、 コ ス ト ア ッ プ に な ら ず に 装 置 を 小 型 及 び 薄 型 に す る こ と が
で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 好 ま し い 実 施 例 に よ り 図 １ ～ 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 実 施 例 に お け る ロ ー デ ィ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 実 施 例 に お け る デ ィ ス ク 回 転 動 作 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 例 の 光 デ ィ ス ク 装 置 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
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　 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 １ ０ ０ は 、 上 面 が 開 放 さ れ た 箱 状 の ケ ー ス １ と 、 そ の 上 面 を 覆 い ケ
ー ス １ に 固 定 さ れ た 天 板 ２ と を 筐 体 と し て 有 し て い る 。 ケ ー ス １ 及 び 天 板 ２ は 、 熱 可 塑 性
樹 脂 を 射 出 成 形 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ケ ー ス １ の 内 部 に は 、 デ ィ ス ク ト レ イ ３ ， メ カ シ ャ ー シ １ ０ ， 及 び こ の メ カ シ ャ ー シ １
０ の 昇 降 機 構 １ ４ が 収 納 さ れ て い る 。
　 デ ィ ス ク ト レ イ ３ は 、 図 示 し な い ロ ー デ ィ ン グ 機 構 に よ り 、 ケ ー ス １ の 開 口 部 １ ｂ に 対
し て 図 の 矢 印 Ｄ １ 方 向 に 排 出 及 び 挿 入 さ れ る 。
　 こ の デ ィ ス ク ト レ イ ３ に は 略 円 形 の 凹 部 ３ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 凹 部 ３ ａ に は デ ィ
ス ク ト レ イ ３ の 排 出 時 に 光 デ ィ ス ク １ １ ０ が 載 置 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 光 デ ィ ス ク １ １ ０
は 、 デ ィ ス ク ト レ イ ３ の 挿 入 動 作 に よ り 内 部 の 所 定 位 置 に 装 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 メ カ シ ャ ー シ １ ０ は 、 金 属 の 薄 板 の プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ を
回 転 駆 動 す る モ ー タ １ ２ と 光 ピ ッ ク ア ッ プ １ ３ と が 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 こ の メ カ シ ャ ー シ １ ０ は 、 デ ィ ス ク ト レ イ ３ の ロ ー デ ィ ン グ 動 作 中 、 そ の 動 作 経 路 を 妨
げ な い よ う に 図 １ の よ う に 下 方 に 退 避 し て い る 。 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の こ の 退 避 位 置 を 第 １
の 位 置 と 称 す る こ と に す る 。
　 そ し て 、 ロ ー デ ィ ン グ 動 作 が 完 了 し 、 デ ィ ス ク ト レ イ ３ が 挿 入 （ 完 了 ） 状 態 に な る と 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ は 、 回 動 支 点 Ｒ を 中 心 に 上 方 の 所 定 位 置 ま で 回 動 し
、 光 デ ィ ス ク ３ に 対 す る 記 録 ま た は 再 生 が 可 能 と な る （ 図 ２ 参 照 ） 。 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の
こ の 記 録 再 生 位 置 を 第 ２ の 位 置 と 称 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の 第 ２ の 位 置 に お い て 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ は 、 光 デ ィ ス ク １ １ ０ の
中 心 孔 １ １ ０ ａ と 係 合 し 、 こ の 光 デ ィ ス ク １ １ ０ の 下 面 １ １ ０ ｂ 側 を デ ィ ス ク ト レ イ ３ か
ら 離 隔 さ せ て 支 持 す る 。
　 一 方 、 光 デ ィ ス ク １ １ ０ の 上 面 側 は 、 天 板 ２ に 設 け ら れ た ク ラ ン パ ５ に 支 持 さ れ る 。 こ
の ク ラ ン パ ５ は 、 天 板 ２ に 対 し て 回 転 自 在 と さ れ て い る の で 、 モ ー タ １ ２ の 駆 動 に よ り 、
光 デ ィ ス ク １ １ ０ は 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ １ と ク ラ ン パ ５ と に よ り 挟 持 さ れ な が ら 回 転 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 光 ピ ッ ク ア ッ プ １ ３ は 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ に 搭 載 さ れ た 駆 動 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ り 、
光 デ ィ ス ク １ １ ０ の 径 方 向 に 移 動 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の 回 動 支 点 Ｒ 側 に は シ ャ フ ト Ｓ が 設 け ら れ 、 こ の シ ャ フ ト Ｓ が ケ ー ス
１ 側 に 設 け ら れ た 穴 と 嵌 合 し て メ カ ー シ ャ ー シ １ ０ は 回 動 可 能 と さ れ て い る が 、 こ の 構 成
に 限 ら ず 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の 回 動 支 点 Ｒ 側 端 部 と ケ ー ス １ と を 、 金 属 薄 板 等 で 連 結 す る
よ う に し て も よ い 。
　 こ の 場 合 で も 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ の 回 動 角 度 が 比 較 的 小 さ い の で 、 こ の 金 属 薄 板 の 変 形
に よ り 、 シ ャ フ ト Ｓ を 用 い た 軸 回 り の 回 動 と 同 様 の 回 動 動 作 が 可 能 で あ る 。
　 以 上 か ら 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ は 、 退 避 位 置 で あ る 第 １ の 位 置 に お い て 傾 斜 状 態 と な っ て
い る 。
　 そ の た め 、 ケ ー ス １ の 底 面 １ ａ は 、 開 口 部 １ ｂ に 近 い 側 の 水 平 面 １ ａ １ と 、 開 口 部 １ ｂ
か ら 遠 い 側 の メ カ シ ャ ー シ １ ０ の 傾 斜 に 沿 っ た 傾 斜 面 １ ａ ２ と を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 こ の 水 平 面 １ ａ １ は 、 デ ィ ス ク ト レ イ ３ の ロ ー デ ィ ン グ 動 作 方 向 Ｄ １ と 略 平 行
と な る 面 で あ る こ と を 意 味 す る も の で あ り 、 光 デ ィ ス ク 装 置 の 配 置 に よ っ て は 、 必 ず し も
絶 対 的 な 水 平 と な ら な い 場 合 が あ る が 、 こ こ で は 便 宜 的 に 水 平 面 と 称 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ケ ー ス １ に お け る 底 面 １ ａ （ 外 側 ） に は 、 水 平 面 １ ａ １ と 傾 斜 面 １ ａ ２ と に 跨 っ て 、 ブ
ラ ケ ッ ト ４ が 配 置 さ れ 、 ケ ー ス １ に 対 し て ね じ ６ ａ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
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　 こ の ブ ラ ケ ッ ト ４ は 、 開 口 部 １ ｂ 側 と そ の 反 対 側 と （ 以 下 、 前 方 側 と 後 方 側 と 称 す る 場
合 が あ る ） が 分 離 し て い て も よ く 、 ま た 、 一 体 と な っ て い て も よ い も の で あ る 。 こ の ブ ラ
ケ ッ ト ４ は 、 金 属 薄 板 を プ レ ス 加 工 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 回 路 基 板 ７ は 、 そ の 前 方 側 が ブ ラ ケ ッ ト ４ に ね じ ６ ｂ で 固 定 さ れ 、 後 方 側 は 、 ブ ラ ケ ッ
ト ４ に 形 成 さ れ た 切 り 込 み ４ ａ に 係 合 し て 支 持 さ れ る 。
　 こ の 回 路 基 板 ７ に お け る ケ ー ス １ と は 反 対 側 の 面 に は 、 発 熱 量 の 多 い 集 積 回 路 ７ ａ 等 の
電 子 部 品 が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 回 路 基 板 ７ は 、 ケ ー ス １ の 底 面 １ ａ の 傾 斜 面 １ ａ ２ に 沿 っ て 傾 斜 配
置 さ れ て い る の で 、 光 デ ィ ス ク 装 置 １ １ ０ の 高 さ 寸 法 Ｈ １ を よ り 小 さ く で き 、 光 デ ィ ス ク
装 置 １ ０ ０ 自 体 を 極 め て 薄 型 化 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 回 路 基 板 ７ を 分 割 す る こ と な く 、 メ カ シ ャ ー シ １ ０ と 重 ね て 配 置 さ れ て い る の で
、 分 割 し た 基 板 間 を 接 続 す る ワ イ ヤ 等 が 不 要 で あ る と 共 に 、 締 結 す る ね じ 等 も 少 な い の で
、 コ ス ト ア ッ プ と な ら ず 、 ま た 、 光 デ ィ ス ク 装 置 の 幅 と 奥 行 き が 大 き く な る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ケ ー ス １ の 底 面 １ ａ の 後 方 側 に 、 図 １ で 示 し た よ う な 断 面 が 三 角 の 空 間 領 域 Ｓ Ｋ
が 空 き ス ペ ー ス と し て 得 ら れ る の で 、 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 １ ０ ０ を 搭 載 し た セ ッ ト 側 の 部
品 レ イ ア ウ ト の 効 率 化 が 図 れ 、 そ の セ ッ ト を 小 さ く す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 回 路 基 板 ７ が 傾 斜 し て い る こ と か ら 、 回 路 パ タ ー ン や 搭 載 し た 部 品 ７ ａ 等 か ら 発
生 し た 熱 は 、 こ の 熱 自 身 に よ っ て 対 流 を 起 こ し 易 く な っ て お り 、 こ の 傾 斜 に 沿 っ て 生 じ る
空 気 対 流 Ｔ Ａ に よ り 外 部 に 効 率 良 く 放 散 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
　 従 っ て 、 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 温 度 上 昇 は 、 極 め て 効 果 的 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 は 、 上 述 し た 構 成 及 び 手 順 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 変 形 例 と し て も よ い の は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 実 施 例 に お け る ロ ー デ ィ ン グ 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 光 デ ィ ス ク 装 置 の 実 施 例 に お け る デ ィ ス ク 回 転 動 作 状 態 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 光 デ ィ ス ク 装 置 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 　 ケ ー ス
１ ａ 　 底 面
１ ａ １ 　 水 平 面
１ ａ ２ 　 傾 斜 面
１ ｂ 　 開 口 部
２ 　 天 板
３ 　 デ ィ ス ク ト レ イ
３ ａ 　 凹 部
４ 　 ブ ラ ケ ッ ト
５ 　 ク ラ ン パ
６ 　 ね じ
７ 　 回 路 基 板
１ ０ 　 メ カ シ ャ ー シ
１ １ 　 タ ー ン テ ー ブ ル
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１ ２ 　 モ ー タ
１ ３ 　 光 ピ ッ ク ア ッ プ
１ ４ 　 昇 降 機 構
１ ０ ０ 　 光 デ ィ ス ク 装 置
１ １ ０ 　 光 デ ィ ス ク
１ １ ０ 　 中 心 孔
Ｒ 　 回 動 支 点
Ｓ 　 シ ャ フ ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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